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We 　present　results 　of 　twQ −dimensional　numerical 　 simulations 　of 　accretion 　flow　on 　to　a　gravitating　 compact 　object ．
Incident　 gas　 is　 ass   ed 　 to　 be　 uniform 　 at　 far叩 s臘 m 　 and 　 its　 temperatUre 　 is　 zero ．　 Therefore 　 our 且ow 　 is

two −dimensional　 version 　 of 　Hoyle−Lyttleton　 accretion 且ow ．　 Calculations　 were 　 perfbrmed　 using 　the　 Molecular
Hydrodyriamics　Method （MH ）proposed 　by　us 　earlier ．　We 　reconfirrn 　that　the 且ew 　is　unsteady ，　exhibiting 　the　”flip一且op

胛

behavior　seen 　in　previous　studies 　fbr　gas，　ifthe　speclfic 　ratio　is　small ．　We 　point　out 血at　the （numerical ）size 　of 　the

central 　accreting 　body　is　also 　critical　to　stability 　issue．　The　smaller 　the　body　is，　the　more 　unstable 　flow　we 　find．

1．は じめ に

　我々 は 以前の 報告で、モ ンテ カ ル ロ 直接法a）SMC ）を連続流体

に適用可能な方法へ と改良 した新 しい ス キーム 、分 子流体力学法

（MolecUlar　Hydiod〕marnics 　Method＝MH ）を考案 し、一
次元 衝撃波管

問題 な どのテ ス ト計算 を行い 良好な結果 を得たω ¢ ）。

　本 論文で は 分子流体力 学法 の応用 として 青色 巨星 と中性子星 が

連星 を構成 して い る系に おける星風降着流の 数値計算を行 う。
Matsuda らは差分 法に よ り二 次元 の劉 虱降着流の数値計算を行い、
中心天体へ の 星風降着流は不安定で ある と主張 した   。それに対

して Za血 elliらは中心天体付近 を高解像 度に した解適合 格 子を用

い た二 次元 の 差分法計算を行い 星風 降着流は 安定で ある と した
  。

Benensohnらは極座標を用 い て 中心天 体付近 を高解像度に した二

次元 星風 降着流計算を行い 、星風降着流は不安定で あ ると した（s）。
更に Pogorelovらは二 次元 星風 降着流計算の パ ラメ

ー
タサーチを

行い 、安定、不安定の 両方の ケース が あ る と した（ 。
　上 記の研究は全 て 差分法に よる数値計算で あるが、本論文で は

上 記におけ る計算法とは異なるス キーム であ る分 子流体力学法 に

よるア プ ロ
ーチを星風降 着流 に対 して 試 み る。計算は 二 次元 につ

い て 行う。

2 ．計算モ デル

　こ こで は簡単化 の た めに降着天体 とそ の 周囲の み を計算 し、ガ

ス 供 給側の 青色 巨星の 領域及び その 重力は 考慮 しない もの とする。
また計算は慣駐系 で 行い コ リオ リカ も考えない もの とす る。これ

らの 仮 定は上記 の研究 と同 じで あ る。

　長 さを HoyleLyttletonの 降着半径で 規格化 し、密度は流入ガ ス

の 密度で 規格化す る。ま た代表速度 は流入 ガス の 上 流端 で の 速度

と し、時間 は降着半径 を代表速度で 割 っ た もの で 規格化す る。

　計算領域は x準 5，莎 5の 領域を考え、中心天体は（Ky＞＝〈2．5，
2．5）

に ある もの とする。中心 天 体はある半径を持 っ た円形の 真 空の 穴

として、その 大き さをパ ラメータ とす る。穴に入 っ た粒子 は計算
か ら取 り除かれ る。ガ ス の 比熱比 γ もパ ラメ

ー
タとし、5B 、413、

oの ケ
ー

ス につ い て考える もの とする。ま た空間 を x、y 両方尚に

つ い て 1000 セ ル で分割 す る。x〒0 の 上流 端か ら、密度一様、温度

0の ガス （マ ッ ハ 数＝・ 。

）の ガス が流入 する もの とす る。

3 ．計算結果

　以 下に計 算結果 の
一
例 を示 す。中心天体 の 大 き さは O．Ol で比 熱

比 γ は 5／3 で あ る。図の ケース で は温 度 0 の ガス が上 流か ら流入

して い るの に もかかわらず弓状衝撃波の角度が0に はならずある

大 き さを持 っ てい るの は注 目に値 す る。重 力 の ない 場 合につ い て

の 気体力学の 解析ではマ ッ ハ 角は sin
−1
（1／M 。，）で あ るか ら 0 に

なる筈で あ る。 しか し降着 によ り気体が断熱圧縮され るため に有

限 の 角度を持つ 。他の 研 究者た ちの 手法で は、こ の よ うな無限 大

の マ ッ ハ 数を扱 うこ とは出来ない 。図 の ケース で は降着流は安定

で 、衝撃波面及び 後流は軽く上 下に fipflqpを繰 り返 した。こ の

結果 は Berrensohn〔5）及 び Pogolerov（eの 結果 と概ね
一
致す る。

　 γ が小 さい ほ ど、流れ は不安定にな る こ とを見い だ した。ま た

中心 に置 かれ た真空の 穴 の 半径 が 小 さい ほ ど、不 安定 にな るこ と

も見い だ した。現実的 な中性 子星 で は、我々 の 仮定 した穴の 半径

よ りは るか に 小さい。とい うこ とは、少なくとも2 次元流の 仮定

に おい て は、流れ は不安定に な るもの と予想 され る。

Fig，1　2D　w   d　a   retion 且ow 　ofcold 　gas　with 　γ
＝5！3
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